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後期鮮新世における日本海の中層および浅海域の水温を定量的に復元するため，中層および日本海固有水に生息する
Krithe属と浅海に優占するCytheropteron属貝形虫殻のMg/Caの分析を行った．新潟県に分布する鍬江層の胎内ルートお
よび坂井ルートより約 60試料を採取し，そこから完全な成体殻を抽出した．2-6個体を 1試料とし，高知コアセンターの
ICP-AESによりMg/Caを測定した．Krithe属については一般的に使用される 7つの回帰式（例えば，Dwyer et al., 2002）
を，Cytheropteron属については新たに日本海表層試料を用いて作成した回帰式をそれぞれ古水温復元に用いた．
胎内ルートについて，得られた中層水温は 0.5-15℃の値を示し，異なる回帰式による各試料の水温幅は 2.0-7.5℃で

あった．中層水温は間氷期に大きく変動し，氷期はほとんど変動しなかった．また，MIS G17では間氷期最盛期に最も
低い水温（0.5-3℃）を示し，その前後で相対的に高いピーク（6-10℃）を示した．これらのことは，氷期から間氷期に
至る時期に，中層水に温暖な中層水（TIW）が流入し始め調査地域の底層水温は上昇したが，間氷期最盛期に海水準が
最も高くなり TIW の下位に位置する冷たい固有水の影響を受け，水温は低下したことを示唆していると考えられる．ま
た，氷期への移行期には再び TIW の影響下になり，その後海水準低下に伴う TIW の消滅により水温は低下したと推察
される．また，氷期の水温変動が小さい理由は，TIW 消滅後の中層域では，寒冷化に伴う水温低下と浅海化による水温
上昇のバランスがとれていたため，と考えられる．浅海域の水温は 7-14℃で変動し，氷期と間氷期最盛期に相対的に低
い値を示した．以上のデータに基づき，MIS G17と G13について浅海と中層水温から温度勾配を復元した．また，中層
水温は現在の 150-200 mの水深における水温と比べて 4-6℃高かったことが示された．
坂井セクションにおける中層水温は浅い貝形虫群集が卓越する層準で低く，深い貝形虫群集が卓越する層準で比較的

高い値を示した．一方，浅海の水温は 5℃の範囲で頻繁に変動を繰り返した．坂井セクションで見られた中層水温の氷
期-間氷期に対する変化パターンは，胎内セクションのそれとは異なっていた．貝形虫化石群集や岩相に基づくと，坂井
セクションは胎内セクションより浅い環境で堆積したと考えられることから，この堆積水深の違いが中層水温の変化パ
ターンの違いを引き起こしたと推察される．
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